
侵略戦争発言にみる政治的失言
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はじめに

ここ数年，首相や閣僚経験者による失言が目立っている。しかも，歪んだ歴史観に基づく心

ない発言で近隣諸国を刺激し，更迭人事に発展するケースが後を絶たない。マスメディアの発

達で，最近ではこの種の失言は，通信社 テレビなどによってリアルタイムで伝えられ，世界

的な反響を巻き起こす。一度，失言が国際的な問題を引き起こした場合，単に「歴史観」の違

いとか「言葉不足」では済まされない場合が多い。特に人種問題や差別につらなりかねない問

題に関する政治家の発言は，処置を誤ると，わが国に対する不信感や偏見となって跳ね返って

くる。それだけに慎重で機敏な対応が求められるわけだ。

過去の「侵略戦争」発言だけに絞っても，問題の本質にメスがし、れられないまま，どれほど

同じことが日本の政治で繰り返されてきたことか。多くの政治家は過去の戦争の歴史を問い直

す努力を怠り，反省する謙虚さにも欠けていた。問題が起きる度に一応“反省"のポーズだけ

はとってその場を取り繕ったが，問題の本質に迫ろうとする努力は常に先送りしてきた。しか

も，それは長い間，自民党政権の“お家芸"と見られていたが，連立政権になっても変化はな

かった。最近の桜井新・元環境庁長官(自民党)の「侵略戦争」発言がこの最たるものだ。

この論文では桜井氏の失言を中に，他の日本の政治家の失言を検証，その背景について考察

する。

1 .侵略戦争発言とその背景

桜井発言

桜井新・元環境庁長官は1994年8月12日午前の閣議後の記者会見で，太平洋戦争に関して，

i(日本〉は侵略戦争をしようとして戦った訳で、はない。日本だけが悪いという考えで取り

組むべきではなし、」と言明，さらに i(戦争の結果〉アジア(の国々〉は植民地支配から独

立し，教育も普及して長く欧州、|とかかわっているアフリカよりはるかに識字率が高い。経

済復興の勢いが出てきて民族活性化にもつながった/lと語った。
(Japan did not intend to wage a war of aggression. So， when taking up the issue of 

the Pacific War， we should not proceed with the idea first and foremost that Japan is 

the only nation to blame. Thanks to the war， most countries in Asia became 



independent of European colonial rule. As a result， education also spread. so that the 

literacy rate is far higher than in African countries that were also colonized るy

Europe. The outcome of the war gave all of Asia economic momentum and led to 

vitalization of the Asian people.) 

桜井発言は， 8丹158の終戦記念呂や村山富市首相が同23日からの東南アジア諸国連合

(ASEAN)訪問を控えていただけに最悪のタイミングだった。首相はすぐ I(発言は〉適切で

はなしづとコメントを発表，記者団にも「極めて遺憾」と懸念を示した。実際，桜井発言は羽

田政権時の永野茂門前法程〈新生党〉が南京大虐殺「でっち上げ、」発言で更迭されてから 3カ

月足らずであり，政府が10年間でl千薩円規模C平和交流事業を検討するなど戦後処理問題の

検討を進めてきた矢先だ、っただけに ダメージは深刻だ、った。

桜井発言に中国と韓国が一斉に反発，日本政宥に適切な処量を求め，発言の致団を追った。

余りの反響に驚いた桜井元長官は， I (発言〉は不透切なものと考え，撤回するJと全E的に問

題発言を撤回した。発言から撤固まで壁か12時間。あっけない幕切れだったが，撤回によって

近隣諸国との事態の悪化が避けられたのは不幸中の幸いであった。桜井発言のどこが問題なの

か。第一は，

f侵略戦争をしようと思って戦った訳で、はなかった」。

とL、う部分である。発言は構チf'[事変以後15年にも及んだ戦争のどの局面を指すのか明白ではな

いが，太平洋戦争にしても東南アジアの資源確保が大きな目的であり，戦争全体の性格は侵略

戦争だったというべきだの。

f戦争Jv，こは大義名分がし、る。太平洋戦争さえEかの1943年， fB満州国やタイ，フィリピンなど

の親日政権を招いて大東亜会議を開き，植民地解放の旗を握ったことがある。いわゆる大東亜

共栄璽構想で，建前としては植民地からの解放と共存共栄を譲っていたが実質は新しい“E本

従屠"へのレールを敷くための手段に過ぎなかったのである。このことは，植民地にした朝鮮

や台湾の処遇を考えていなかったことでも明らかだ。

戦没者の遺族には「戦争の意義づけjが特に必要である。でなければ“犬死"となってしま

う。戦争中，多くの人が志召または徴兵されて戦地に赴いた。学徒兵の多くが神風特攻陵員と

なって敵艦めがけて自爆した。また，ある人たちは戦地で、圧鎖的な数の敵軍に屈まれ力尽きて

玉砕していった。自分たちの命を投げうって祖国の繁栄と安泰を祈ったので、ある。遺族は，そ

れを誇りに生きてきた。それが，戦争で亡くなった自分たちの家族に対するせめてもの慰めで

あった。応召した兵士や戦没者の遺族の中には今で、も「国を守るために戦ったのに，費略戦争

といわれるのは甜えがたしリとしみ感情が根強い。特に93年夏，細川元首相が太平洋戦争は

f侵略戦争であった」と認めたことに対L，遺族や関孫者の聞から一斉に反発が噴き出した。

意義付けがなくなってしまったからだ。しかし，酷な言い方だが 遺族や関係者の心構と客観
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的な壁史の認識は，はっきりと区別しなければならない。そうすることが霊史を直視すること

で島り，戦争を起こさない誓いを風化させないための反省とし生き続けていくからである。第

二の問題点は，

「アジアはその(戦争の〉おかげで，ヨーロッパの檀民地支配から誌とんどの冨が独立し

た。その結果，教育も普及し・・・アジア全体が経済に勢いが出て民族の活性化につな

がっすこ子。

というくだりである。アジア諸国の人たちにすれば， I百本は橿民地解放の患人だったとでも

いうのかj と反感を抱くだろう。太平洋戦争が結果的に独立につながったとはし、え，インドネ

シアにしてもベトナムにしても，長い独立戦争を戦い抜いて勝ちとったものだ。アジア諸国の

経務発展に日本が寄与していることは事実だが，それは戦後の話であり，それまで含めて「戦

争のおかげ、」というのは，歴史の歪畠といわれでもやむを得ない。本当に植民地解放のために

戦ったのなら，日本が敗れた，あの 8耳目白tこアジアの各地で人々が喜び，狂気乱舞したとい

う事態は起こらなかっただろう。それに，真剣に植民地解放を考えていたのなら，真っ先に朝

鮮半島や台湾を手放していたはずナム戦争では被害も大きかったが，日本は加害者でもあっ

た。周辺の冨々の人達がどういう自にあったかを考えれば，こうし、う発言はでてこない警であ

る。

桜井廷は， Iヨ本だけが悪いのではなし、」と繰り返している。叱られて「ぼくだけが悪いん

じゃなしリとしろ子洪の言い訳に似ている。長略戦争否定論者がよく使うレトリックだ。米盟

もベトナム戦争の意義について苦悩している。「共童主義から自由を守る戦争Jがそのスロー

ガンだった。しかし，多くの年丹と数多くの死傷者をだした割には，結果は勝ち戦ではなかっ

た。「米国にとってベトナム戦争は何だったのかj。小説や挟画を使ってこの本質に迫ろうとす

る試みが米国で現在なされている。まだ，はっきりとした答えは出ていない。一般的に人は岳

分の失敗や無駄を認めない。非難の矢面に立たされ，責任を追求されるのを恐れるからだ。日

本の場合も，戦ったからには，大義を掲げたし、という心理が働き植民地解放だったと説明す

る。本当に太平洋戦争は何だったのか。摩史の“襲"を見つめながら，その意義を認識するに

は，まだ年月がかかりそうだ。

立.太平洋戦争と南京大虐殺

永野発言

永野茂門前法相は1994年 5月毎日新開とのインタピューで，太平洋戦争と寓京大虐殺につい

て次のように述べている。



【太平洋戦争の位墨付け]

f侵略戦争としみ定義付けは，今でも間違っていると思う。戦争に伴う侵略的な行為，い

ろいろな被害，残虐的なものを含めていろいろご迷惑をかける一一これは絶対に悪いもの

であって戦争そのものが悪だ。ただ日本で言う大東亜戦争(太平洋戦争)が侵略自的に

やったか。日本がつぶされそうだったから生きるために立ち上がったのであり，且つ植民

地を解放する，大東亜共栄圏を確立するということを，まじめに考えた。(昌本の状況を〉

そこまで持ってきた諸外国が関題だった。戦争自的そのものは基本的に許される正当なも

のだったJ4)。

【南京大虐殺]

i(戦争に伴しう吾本の軍長誌があちらこちらで，虐殺，放火，破壊をしたり，慰安婦問題

とかは・・。私は寓京事件は，島れ，でっち上げだと思う。君主はあの直後，南京に行って

いる。いずれにせよ，そういうことは戦争に伴う悪であり，これは「絶対に悪い」という

のはその通りだ。侵略的行為というなら，それはまあ言えるが，日本はそこを領土にしよ

うとしたので、もないし，そういう所を出領したのでもない戸。

fでっち上げJ~ま“ fiction" (っくり話〉と訳され，世界に打電され圏内を始め，近隣諸国で

厳しい反響を巻き起こした。 fictionとし、う言葉で事実を否定，過去の出来事を覆い謡そうとす

る狙いが込められていると，中国も韓国もオーストラリアも感じ取ったからである。中国の江

沢民国家首席は「過去を忘れず将来の戒めにし，両国の友好発展をj と訴え，不快感を示し

た。中国の人民日報は f戦後50年，まだ軍国主義の長略行為を弁明する日本の大臣がし、ると

はj と厳しく批判した。韓国の韓昇粥外相は「過去の誤りをただそうと努力している日本国民

を辱めるものだj と強く反発した。

特に永野発言が他の閣僚の類似発言に比べ諜立った反発を招いたのは，当時，現設の法務大

臣とし、う筆頭寵援の地位もさることながら，睦軍幼年学校を経て昭和16年謹軍土官学校を卒

業，通信士官として中国大睦を転戦。控軍大尉で終戦を終え， 51年に警察予備隊に入り，戦

後，自衛裁の陸軍幕諜長を務めたという，言わば人生の大部分を職業軍人として過ごしてきた

その経歴のせいだと言っても差し支えない。

南京事件は，日中戦争の最中の1937年12足， r自日本軍の南京攻略に際して，中国の人たちが

大勢虐殺された事件である。ヨ本の中園長略の中でも，特に非道な行為として歴史に記録され

ている。当時，南京にいた米軍の宣教師が犠牲者の摸様を撮影した16ミリ映画が残されている

ことが91年になって判明し，公開された。膏京に滞在していた当時のドイツ外交官が本国に

送った報告書も見つかった。犠牲者の数についてはいろいろな説があるにしても， IBB本軍に

よる大虐殺があったことは，否定しようのない史実だ。ところが，この事実を認めようとしな

い主張が，自本の一部に，なお根強く残っている。政界では，永野氏が昨年まで麗していた自

民党内の右手長勢力を中心に，そうした見解が繰り返し表明されてきた。
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これらの人たちは，司本のアジア長田各の帰結で島った太平洋戦争を， I橿畏地解放の大東亜

戦争だったj とする点で共通している。永野氏が「あの戦争を侵略戦争というのは間違ってい

る」と述べているのも同諜の史観に立っていることがわかる。高京大虐殺を fでっち上げj と

したのは，歴史に反することであり，侵略戦争の否定は霊史を逆流させるものだ。 93年 8月の

非自民連立政権発足重後，細川首相は「侵略戦争であり，間違った戦争であったと認識してい

るj と表明した。日本は約半世紀をかけて，ょうやく，そこまで‘たどり着いたのである。永野

氏の発言は，それを根底から覆すものだったc 自らの発言が日本に対する世界の信用をどれ迂

ど失わせ，冨益を損なうか，考えもしなかったのだろうか。縮問発言は，曲がりなりにも， B 

本が過去をきちんと見据える姿勢を印象づけた。この歴史観は確実に村山首相にも受け継がれ

ている。村山首相は「今，あの戦いはアジアを始めとする世界の多くの人々に，筆舌に尽くし

がたい悲壊な犠牲をもたらした。常に謙虚に，関係諸国と一屠の信頼関係を築き，戦後の諸課

題への対応にも力を尽くさねばならなしづ (94年 8月158，全菌戦没者追悼式での式辞〉と強

調，国民全体が太平洋戦争への責任を理解することを求めた。

ill.対照的な謝罪姿勢

1 . ドイツ

日本とドイツは戦後込理の仕方でよく比較される。冨民性の違いなのかE本側が見劣りする

ことの方が多かった。 94年の夏も，そうした対比を感じさせる出来事があった。多くのポーラ

ンド入が，占領中のナチス・ドイツ軍に殺害された「ワルシャワの蜂起Jを追悼して例年8月

1 B，ワルシャワで開かれた50罵年記念式典に出席したドイツのヘルツオーク (Roman

Herzog)新大統領は，ワルシャワで，

fドイツ人がポーランド人にした行為をどうか許してほしい。怠はワルシャワ主筆記で

戦った人々，また戦争の犠牲になったすべてのポーランド人の前で頭を垂れ許しを乞いま

すJ6} 〔TodayIむowdown before the people who fought in the Warsaw Uprising and 

before all Polish victims of the war. 1 beg for forgiveness for what Germans did to 

you.) 7) 

と演説した。これに対し，ワレサ (LechWalesa)ポーランド大統韻は fワルシャワの量殺者を

我々は許さない。しかし，この感情をドイツ人全体には抱かない。次の時代にもヲ!き継がな

い/)(We don't forgive those who committed the massacres in the war. But we don't 

harbor this feeling for all Germans. We also have no iniention of having it inherited by the 

next generation.)宮)と述べたc 誠意の謝罪に対する未来を見つめた“許し"の言葉である c

f日本は長略戦争をしようと思って戦ったのではなしリなどと述べ，更迭された桜井氏とは

大違いだ。 1944年 8月，ナチス・ドイツ (Neo-Nazis)に占寵されたワルシャワの人たちが，悲



壮な覚需をもって一斉に武装蜂起に立ち上がり，無残にも弾圧された事件がこの fワルシャワ

の蜂起j で怠る。約2カ丹に及ぶ主主拡運動の中で，婦女子を含む20万人が犠牲になった。

「ワルシャワ蜂起」をめぐる戦争責任問題では，当時のソ連軍の「見殺し行為jの方を非難す

る声がし、まもポーランドでは根強い。ソ連軍はワルシャワ蜂起の直前，敢走するドイツ軍を

追って，市東部を流れるピスワ)1[近くまで追っていた。しかし，ロンドン亡命政権系の 5万人

に近い地下抵抗組織が武装蜂起しても，ソ連軍は全く動かなかった。 トラの子の組織は壊誠

し，ロンドン亡命政権の冨内で、の基盤が崩れたのを見置けて，ソ連軍はワルシャワをドイツ軍

から解放し，その後，ソ連派のノレブ、りン民族解放委員会が臨時政府の主流を握った。スターリ

ンの戦後ヨーロッパ支配の始まりである10)。

この記念式典で，ポーランドのワレサ (LechWalesa)大統領はロシアのエリツイン大統領

(Boris N. Yeltsin) vこも招待状を出したが，こちらは「多忙」を理由にフィラトフ大統領府長

官を代理出霜させるにとどめた。ソ連が蜂起を見殺しにしたとの強い批判がポーランド側の一

部にあり，出席をためらったのかも知れない。ヘルツオーク大統領も，軽い気持ちで招待に正、

じたのではなかった。こう言っている。

「もし来ないですませたら，恥ずかしくて，鏡で自分の顔が見られなくなる。何事も付け

加えず，何事も除外せず，知っていてしゃべらないということなく，伺事も相殺しないで

退去をみすえることが大事だJ11)0 (If 1 had gotten away with not showing up， 1 would 

be so ashamed that 1 would not be able to look at my face in the mirror. It is very 

important to face the past without adding anything， without excluding anything， 

without not speaking up while knowing something， and without canceling out 

anything.)12} 

fアジアはおかげ、でヨーロッパり植民地支自己の中から独立したj と桜井氏は言った。結果的

に独立を果たした国があったからといって，例えば日本の朝鮮支配を合理化できるはずがな

い。韓国側の立場に立てば，それはすぐ分かることだ。独大統額が戒めた「相殺j の実例がこ

こにある。確かに人類の歴史は，戦争と長略の連続だったともいえる。 ドイツにも，ユ夕、、ヤ人

虐殺はなかったと主張するネオナチ (Neo-Nazis)のように，過去を認めたくない人々もいる。

彼らに理解を示す裁判官まで現れ解任騒ぎが起きた。社会もまた成熟した大人になるまでには

曲折がある c だからこそ，政治家の姿勢が重要だ。 24年前，閉じく，ドイツの当時のプラント

fS西独言栢 (WillyBrandt)はワルシャワのユダ、ヤ人ゲヅトー記念碑の前でひざまずき，ナチス

・ドイツの戦時中の行為に対し「謝罪」した。ひざまずいたのは政治的演技であったかもしれ

ない。しかし，それが旧ソ連・東欧との緊張緩和をめざす「東方政策jの推進に裏付けられて

いたことが，近隣諸国に西独の f本心j の表れと受けとめられたので、ある。

1994年 5月， 10年の任期を終えて退任，“ドイツの良心"として内外の信望を集めていたワ

イツゼッカー (Richardvon羽Teiszsacker )元ドイツ大統領が1985年5月，ドイツ敗戦40罵年記
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念演説の中で， 1過去に自を閉じる者は，現在にも盲自となる」と述べ，冨民に過去をありのま

まに見る勇気を求めた。ベルザンの壁が崩壊したのは，それから 4年後の秋だった。

欧州の内外で，ナチス・ドイツから受けた被害を，大勢の人々が忘れていない。 ドイツが将

来，また強大になりすぎるのを恐れる声も根強くある。それでも， ドイツの喜びを諸冨の人々

が祝福した。民族の過去を直視し，誠実に生きる事を説いたワイツゼ、ッカ一大統領の演説にド

イツ国民も世界も耳を額けた。世界はそれを知っていたからこそ，祝福する気持ちになったの

である。国際関係は「自分がどう考えているかj よりも「自分の行為が地入にどう映るかjで

左右される要素が大きい。旧西独はそれを意識し，国民教育に取り組み，近隣との和解を実現

して，国際社会で信頼されるに足る地位を獲得した。言葉を重課する欧州の伝統も背後にあ

る。公の席での発言で政治家の価謹が決まる。ものごとの核心をつく言葉をもたなければ，支

持を失う。「記者会見はサービスj と言つてのける政治家がし、る冨の風土とは大きな開きがあ

る。

2.司本

日本の保守党の戦争に対する認識は極めて甘い。史実を直視しようとする勇気がない。まし

て真正面から謝罪しようとしづ気持ちも，ごく少数の例を除いて法全くないといってもし市、く

らいだ。だから， 94年 S月の東高アジア旅行で，マレーシアのマハティール (Mahathir

Mohamma副首相から日本の戦争責任問題について 150年前に起きたことを日本が謝り続ける

のは理解できない。過去は教訓にすべきだが，国家間の関係は現在から未来に向けたものにす

べきだJ13) (I can't understand why Japan continues to apologize for what took place 50 

years ago. Japan should put its past behind it and strive to play an active role in the 

peace and stability of Asia.
14
)) と言われると，日本の関孫者は“免罪符"でももらったかのよ

うな錯覚に陥ってしまう。この発言の真意は必ずしも法っきりしないが，日本に未来思考の外

交を期待するとし、う注文のようである。この発言をもって，日本側が，もう過去のことにこだ

わる必要はないと受け止めるのであれば，それは違うのではないか。現に，マハティーノレ首相

の足元からも，この発言への批判が出ている。日本の詩来に期待する前に，戦時補償と引き換

えに過去の清算を求めよという声が勢いを増しているのも事実だ。

かつてわ，藤尾正行文相〈中曾根康弘内諾〉の I(日韓併合〉は韓冨側にもいくらかの責任が

あるJ，奥野誠亮国土庁長官〈竹下堂内閣〉の i(戦前は〉白色人種がアジアを橿民地にしてい

たのであり，だれが長略者といえば，自主人種だん小沢一蕗自民党幹事長〈当時〉の i(過去

の植民地支配や侵略戦争について)反省しているからこそ〈経済面などで〉協力している。こ

れ以上，地べたにはいつくばったり，土下産する必要があるのかな」などの言動をたどれば，

大戦後の保守党の政治の思想的潮流の素顔が浮かんでくる。

異文化問においては発想に違いがある。 Aと言ったことが全く予想もしなかった3に解釈さ

れ誤解を生むことだってあり得る。うかつに f謝罪Jすると，蜂の巣をつついたように賠鎮要

求が持ち上がり収拾っかなくるとしづ政治家もいる。だから，時間を稼ぎ，現在高齢化してい
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る戦時中の被害者が亡くなり，世代が代わって日本に対する賠憤要求や批判の声が静まるのを

待とうという考えのようで島る。それでいいのだろうか。

ここ数年，世界では謝罪と遺憾の意の表明が相次いでいる。これだけの時が必要だったの

か，とも感じる。こんなに童話り合う時代が過去にあっただろうか。侵略しても， J量殺しても，

檀民地にして謝らなかった時代とは対照、的な出来事だ。ちょっと挙げ子こだけで、も，自系人市民

の戦時中の強制収容に対して米国政府， カナダ政府がそれぞれ議罪と補償。 ゴルパチョフ

(Mikhail S. Gorbachev)元ソ連最高会議議長がチェコスロパキア介入に陳謝。「カチンの森j

事件15) についてもポーランドに謝罪している。元東独人民議会がドイツ人による「ユダヤ人，

ソ連冨民，ポーランド国民，ジプシーなどの大量虐殺Jへの補叢を声明している。ゲンシャー

(Hans-Dietrich Genscher)元独外相が，ユダヤ人虐殺への f償う義務」をイスラエノレで、約束。

ゴルバチョフ氏とエリツイン (BorisN. Yeltsin)ロシア大統領も，日本のシベロア抑留問題に

関して追悼の意を表し，謝罪している。またポーランドのワレサ (LechWalesa)大統領もイス

ラエノレ冨会で、反ユダヤ主義について謝罪。南アフリカのデクラーク (Frederikde Klerk)大統

領も差別の歴史をじむから串し訳なく思っているj と謡っている。

戦争責任などをめぐる首相や麗僚の主な発言

年丹 閣僚(当時) 内 関 内 r廿ヲ... 

1983. 1 
中曾根康弘

中曾榎
訪禽力増強のため 7日本列島不沈空母化Ji 4海挟封鎖j の構想を表

首相 明。否定後，発言を認め 13海挟J~こ訂正。

1986. 6 
麓罵正行

中曾根
「日韓併合は韓冨にも責主Eが島る」と発言。首相が f妥当ではなしづと

文相 辞荏を求めたが拒否し，罷免。

1988. 5 
奥野誠亮

竹下
ヨ中戦争について f日本に侵略の意図なしJr重審橋事件は縄発的jな

国土 どと発言。中~，韓匡から非難を受けて辞在。

1993. 8 
細川護照

細川
首相就任会見で i(太平洋戦争は)吉身は侵略戦争であったと認識し

首相 ているん

1993. 12 
中西啓介

細川
f半世紀前に作った憲法にしがみついているやり方はまづい」などと

防費 発言。霊会が止まったことを理由に辞在。

永野茂門
毎日新需のインタビューで f南京事件はでっち上げだと思うJI (太平

1994. 5 羽 回 洋戦争〉を浸略戦争というのは間違っているjなどと発言。アジア諸
法相

国から非難を受け辞在。

ヨヨ臣 孜
国会の所語表明演説で f設が園の畏略行為や植民地支寵などが，アジ

1994. 5 羽 巨 ア・太平洋地域の人々に耐えがたい苦しみと悲しみをもたらした。深
首相

い反省の上に立って世界平和の創造に力を尽くすJo

村山富市
所信表明諸説で f我が冨の侵略行為や檀民地支配などがアジア・太平

1994. 7 村山 洋地域の人々に需え難い苦しみと悲しみをもたらした。深い反省の上
首相

に立って世界平和の郵造に力を尽くす人

1994. 8 
新井新

村山
記者会見で i(日本は〉侵略戦争をしようとしたのではなしづ 7日本だ

環境 けが悪いわけではなL、」などと発言、発言したその日む夜，撤回。

出典:~毎日新聞』 平成5年5月58/平成8年8月14日付
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N. 日本の戦後補償案

今年の戦後50潤年に向け村山首相は日本の戦後補費についての考えを昨年8月31B 1談話」

の形で発表した。[談話Jqこは，戦争への反省，不戦の決意，戦争にまつわる歴史研究の支援，

アジアの青年交流事業，さらに元従軍慰安婦問題や在サハヲン韓国人の帰国支援などが塞り込

まれている。 5本致府の手で，これだけ幅広い内容を含む[戦後処理」の考え方が示されたこ

とは今までなかった。

まず壁史の直視。 I談話j Vま歴史研究事業と青少年の交流に向こう 10年聞に1000億円を投ず

るとし寸。中でも壁史資料の収拾に本格的に取り組み，アジア壁史資料センターの設立の検討

も示要している。問題は，その研究成果をどう生かすかだ。 i日日本軍の残虐行為にしても植民

地支配の圧政にしても E本の教科書とアジアのそれとはかなりの落差があると言われている。

研究成果が図書館の隅で，ほこりをかぶっていては，拐にもならない。

首程は，また「談話Jの冒頭で fわが国の過去の行為がアジアの近隣諸国の人々に，今な

お，癒し難い傷跡を残している」との認識に立って深く反省している。特に従軍慰安婦に対し

ては「女性の名誉と尊厳を深く傷つけたJとお詫びしている。だが，良心の時責と反省の気持

ちを伝えるにしては首相「談話」という形では軽すぎる惑じがする。「内諾声明4 とした方が責

任の重さが加わったとので辻ないか。冨権の最高機関である国会は今後どうするのか。

f談話jでは，肝心の従軍態安婦に対する捕漬が明確ではない。償いとして「幅広い冨民参加

の道jに言及，民間基金による見舞金構想を打ち出している。女性の職業説練センターなどの

設立ですまそうとしていると阜くもフィリピンの元態安婦たちから非難の声があがっている。

従軍慰安婦問題に対する世界の自は厳しい。世界各冨の法窪家らで構成する人権団体，国際法

脅家委員会は，すでに日本の従軍愚安婦問題について Jヨ本は十分な賠裳をする法的義務があ

り，完全な被害呂復までの暫定的な措置として，被害者一人当たり 4万ドノレを支払うべきだj

などとする日本政府あての動告案をまとめている問。

外務省は個人補償だけは絶対避けたい考えだ。 CD関係国と賠韓交渉で決着している宰韓国は

「鱈人補償を求めずj としている③対象者の認定が非常に難しい③いったん認めると際限なく

誌がる心配がある⑤そうなれば，国の財政は酎えられなくなると言う lho

こうした背景で検討されているのが民間募金による 7克舞金構想である。「見舞金」で国家

としての「謝罪」になるのかどうか。元慰安婦たちの間には，日本政府の責任回避だとして批

判する声が強い。「冨民参加jを求めた首相の呼びかけで，戦争を知らない世代を含め，日本の

国民一人ひとりに， I戦争と平和デを考えさせるきっかけになるとすれば，それなりの意義もあ

る。だが，かりIこ政府が経済界や労議団体に募金を割り当てるような手法に頼るなら，国民参

加の意味が大きく損なわれる。自民党内部にも J政府が募金を要請することは実質的に個人補

穫になるj との慎重論も島るくらいである c

戦後処理は，単に過去のことではない。これをきちんとしないままでは，近隣諸冨との信頼

円。



を確かなものにできないという将来の問題でもある。戦後補償問題は，個人補償の決着を見な

い限り，どこまでも未解決のまま引きずっていくことになるだろう。別の方法でいくらカネを

積んでも，必ず個人補償にまた戻ってくるはずだ。時間がたち過ぎて認定が難しいとか，際限

なく広がり，財政を圧迫するというのは，言い訳にすぎない。戦争による「被害」を分類して

補償の当否を決めるのは，確かに難しいことかも知れない。米国とカナダは，それぞれ別々

に，複雑な作業の果てに，戦時中の日系市民の強制収容に対して公式に謝罪し補償した。日本

の名誉のためにも，国家としての償いの精神は，はっきり示すべきだ。

N.結論

最近， 121世紀はアジアの時代」とし、う言葉が聞かれるようになった。経済的に見事な成功を

おさめ「世界の成長センター」として国際舞台に台頭してきたからだ。低開発国から発展途上

国へ，そして急速な「近未来成長国」へと東南アジアはいま急速な変貌を遂げようとしてい

る。だが，この半世紀を振り返ると，日本にとってのアジアは，戦時中は何よりも戦争遂行に

必要な資源の供給地であり，戦後は日本製品を売る市場だった。偶然にしては結果があまりに

も空しいが，日本とアジアのかかわりは，今まで戦争と商売だけではなかったか。そしてい

ま，円高を背景に生産拠点をアジアに移す企業が増えている。アジアなしには，日本は成り立

たないという構造が出来つつあるのだ。

日本にとってアジアとは何か。実利だけではなく，アジアと共に，真に共生していくにはど

うすればよいか。真剣に考える時代がやってきた。繰り返される閣僚たちの無神経な発言は，

実はそれが日本人の本音ではないか，というアジアの人々の疑念を深めている。アジア重視と

いっても，これではかれらの自尊心をくすぐる口先のサービスとしかとられないだろう。日本

は被害者の側から言われようと，言われまいと，清算すべき過去はきちんと清算しなければな

らない。そして，そのことは，まだ多くのアジアの人々の納得のいくような形ではなされてい

ない。“負の遺産"を清算してアジアとの新しい共存関係を構築していくべきだ。この反省の

上に立って，補償にせよ，国家として出来ることと，それに国民として出来ることをもう一度

考えてみる必要がある。戦時中，被害を受けたアジアの人々に謝罪し，誠心誠意出来ることか

らやっていこうではないか。誠意は，どの時代でも国境を越えて通じるものだ。今年(1995年〉

は終戦50周年目。過去にきっぱりと「けじめ」をつけてし、し、年である。

注

1) 11毎日新聞』 平成6年8月13日

2) 11朝日新聞』 平成6年 8月16日

3)前掲 平成6年 8月17日

4) ~毎日新聞』 平成 6年5月5日

5)前掲 平成6年 5月5日

6) ~朝日新聞』 平成6年 8月17日
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7) Asahi Evening News， Aug. 17， 1994 

8) 11朝日新聞J 平成6年 8J3 29日

9) Asahi Evening News， Aug. 30， 1994 

10) 11毎日新聞』 平成6年 S月23日

11) 11朝日新聞j 平成6年 8足17日

12) Asahi Evening News， Aug. 17， 1994 

13) 11朝日新聞』 平成8年 8月28日

14) Asahi Evenig News， Aug. 28， 1994 

15) Iカチンの森j事件 第二次世界対戦中にソ連占領地区で捕賓となったポーランド将校約8000人が

行方不明になった事件。その後， 1943年?こソ連に浸攻したドイツ軍がスモレンスク?こ近いカチンの

森で，数千にのぼるポーランド軍蒋授の遺体を発見した。 40年初夏にソ連劉が殺害したものと考え

られたが，ソ連はドイツ軍担行説を主張した。ソ連のゴルバチョフ政権辻，グラスノスチ〈博報公

開)政策によってポーランドと共同の霊史家委員会を発足させ，この問題の究明に当たった。しか

し，この委員会が結論を出す前の89年 2 月，ポーランドの適時誌?オドロゼニエ~ (再生〉が政府の

許可を持て，「カチンの森~こ関するポーランド赤十字の調査報告書(1943年)を含む詳細な記事を

発表，従来からのソ連犯行説を確認した。 90年4月，ソ連はこの事件に対する自らの非を認め，ポー

ランドに正式に謝罪した。

16) [J朝呂新聞J 平成6年 9月4日

17)前掲 平成6年9月2司
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